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南
越
谷
地
区
自
治
会
紹
介

南
越
谷
地
区
に
は
、
27
の
自
治
会

が
あ
り
ま
す
。
自
治
会
は
、
住
み
よ

い
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
地
域
に
お
け
る
様
々
な
問
題
の

解
決
に
取
り
組
む
自
主
的
な
任
意
の

団
体
で
す
。

■
登
戸
西
町
会

設
立
：
昭
和
38
年
12
月

今
年
で
創
立
55
周
年
を
迎
え
る
歴

史
あ
る
自
治
会
で
す
。
会
員
数
は
約

130
世
帯
と
少
な
い
で
す
が
、
コ
ミ
ュ

二
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
や
す
く
、
隣

の
顔
が
見
え
る
自
治
会
で
す
。

行
事
と
し
て
は
、
新
年
会
や
敬
老

会
を
開
催
。
ま
た
、
地
区
体
育
祭
や

総
合
防
災
訓
練
等
に
参
加
を
し
、
会

員
間
の
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
普
段
か
ら
挨
拶
が
で
き

る
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

■
自
治
会
で
行
っ
て
い
る
災
害
対
策

災
害
対
策
に
つ
い
て
自
治
会
と
し

て
は
、
市
、
地
区
自
治
会
連
合
会
や

地
区
コ
ミ
協
主
催
の
防
災
講
演
会
、

総
合
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
防
災
へ
の
啓
蒙
活
動
や
講

演
会
の
実
施
、
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、

防
災
用
具
の
拡
充
等
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
き
た
と
思
い
ま
す
。

■
一
時
避
難
場
所

：
東
武
線
高
架
下
3
号
公
園
（
ふ

み
き
り
公
園
）

：
南
越
谷
交
流
館
敷
地
内

■
自
治
会
か
ら
近
い
指
定
緊
急
避
難
場
所

：
南
越
谷
第
一
公
園

■
自
治
会
に
入
る
に
は

近
隣
の
班
長
に
連
絡
し
、
会
長
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
赤
山
町
5
丁
目
自
治
会

設
立
：
昭
和
52
年
４
月

今
年
で
創
立
42
年
目
を
迎
え
、
現

在
260
世
帯
の
自
治
会
で
す
。
当
自
治

会
は
、
そ
の
地
域
に
住
む
人
た
ち
が

親
善
を
深
め
お
互
い
に
協
力
し
合
っ

て
生
活
の
改
善
を
図
り
、
自
治
会
全

員
で
明
る
い
住
み
よ
い
地
域
社
会
を

作
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

「
①
明
る
く
愉
快
に

②
情
報
公
開

③
ス
ピ
ー
ド
を
も
っ
て
」
を
合
言
葉

に
自
治
会
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
自
治
会
で
行
っ
て
い
る
災
害
対
策

赤
山
町
5
丁
目
自
治
会
は
、
自
主

防
災
部
を
平
成
19
年
に
設
立
し
、
役

員
は
自
治
会
役
員
が
兼
任
し
て
い
ま

す
。防

災
倉
庫
の
備
品
つ
い
て
は
、
毎

年
見
直
し
を
実
施
し
、
各
家
庭
に
備

蓄
し
て
い
な
い
物
品
を
中
心
に
実
施

し
て
い
ま
す
。
年
行
事
と
し
て

①

年
末
2
日
間
自
治
会
内
防
災
・
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

②

防
災
備

蓄
品
の
使
用
等
中
心
の
訓
練
（
随
時
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
自
治
会
の
一
時
避
難
場
所

：
自
治
会
内
「
赤
山
町
児
童
公
園
」

■
自
治
会
か
ら
近
い
指
定
緊
急
避
難
場
所

：
富
士
中
学
校

■
自
治
会
に
入
る
に
は

近
所
の
方
に
聞
い
て
、
班
長
ま
た

は
、
自
治
会
長
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
す
ぐ
に
訪
問
致
し
ま
す
。

世代間交流会の様子 

会長：山下 二三 

会長：長井 隆和 

夏休み楽しみ会の様子 

※右記ＱＲコードからカラーでご覧になれます。

総合防災訓練の様子 地区フェスティバルの様子


